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Ⅰ．はじめに
　令和4年度入学生からのカリキュラム改正で

は，実践力および臨床判断能力の育成に力をいれ

る学習内容の強化が求められており，看護実践を

導く思考過程においても，その根拠を論理的に説

明する力が必要であるといえる1）．このことから

今後，看護師は，様々な臨床の場でその都度，ど

のような支援を実施するのか判断することが求め

られると推察できる．

　看護学生の特徴として，「病棟や患者をイメー

ジできない」ことや「手先が不器用で模倣ができ

ない」「周囲に無関心で対人関係が希薄」2）など

が明らかにされており，患者の生活の場でもある

病室のベッド周辺などをイメージすることは難し

く，患者とコミュニケーションをとりながら環境

整備などのケアを実践すること不得手であると推

測する．また，極度に失敗することに臆病になり，

なかなか実施できないという学生も少なくない．

高岡ら3）は，経験の少ない看護学生にも患者がイ

メージできる工夫と，情報提供量の検討，主体的

に繰り返し学習できる教材作成が必要であること

に加えて，個人での能動的な学習方法を検討する

必要がある4）ことを報告していた．そのような状

況から，仮想現実（Virtual Reality 以下；VR）な

どの新しい技術を用いた学習の取り組みが始めら

れている．医学・看護教育においては，3D化し

た画像の活用による人体構造の理解につなげる教

育5）や，場面やケースを設定したVR体験による

教育が報告されていた．VR体験による教育の報

告では，Bonito6）が，実習科目での学生の学習促

進におけるマルチメディア症例研究教材の有用性

を評価するという目的で，106名の看護学生に検

証した結果，臨床実習の準備に大いに役立ち，自

信を持つことにつながったことと，合田ら7）は，

入院治療中の患児が登場するVR教材を作成し，

DVD教材による教育と比較したところ，VR教材

のほうがよりリアルに感じ，感情が大きく動くと

いう示唆を得たことを報告している．

　現在，COVID-19感染拡大に伴い，臨地実習が

容易に実施できない現状にあり，臨地実習に替わ

る効果的な学習方法の開発は，看護教育において

喫緊の課題であるといえる．VR教育に関しては

脳科学的な視点からも，疑似体験でありながら現

実に近い没入感が得られることが証明されている

ことから8），本研究でも，病室という学生にとっ

て馴染みのない空間をよりリアルに再現し，何度

も繰り返すことができるVR教材を作成した．本

VR教材を開発することは，病院実習を初めて経

験する看護学生にとって，環境整備実践のイメー

ジ化につながり，さらには学修に対する主体性や

問題解決能力向上への一助となると考えた．

　本研究の目的は，初めて病院実習に行く学生が

病室内の環境整備をイメージできるためのVR教

材を開発することである．
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Ⅱ．方法
1．協力者

　協力者は，本学看護学科2・3年生で研究協力

の同意が得られた学生11人であった．2・3年生

を協力者とした理由は，1回以上の臨地実習経験

があり，すでに環境整備のイメージが出来ている

学生であったため，意見が抽出できると考えたか

らであった．

2．VR教材の作成プロセス

　本学看護学科教員と公立千歳科学大学に所属す

る教員と学生とで共働し試作品を作成した．試作

品完成後看護教員は，講義で教授している環境整

備の内容と，臨地実習の中で経験するであろう環

境整備の状況の検討，予測される患者の反応と期

待される学生の反応について検討し，VRの内容

に盛り込んだ．

3．完成したVR教材の内容

　本VR教材の内容を図1～ 4に示す．本VR教材

は，4つの段階のプロセスを踏みながら学修を進

める．

　第1段階（図1）は，VR教材起動後，病室の前

の場面から開始となる．どのように入室しなくて

はいけないのか判断し行動に移す．次にノックを

して入室したところで次の段階に進む．
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　第2段階（図2）は，4人部屋の中の奥に一人患

者が座っている．そこで，患者の傍に行くと次の

段階に進む．この時，学生がどうして良いのか分

からなくなった場合に左手を前に出すと，中に次

は何をするなどヒントが書かれているクリップ

ボードが出現する．

　第3段階（図3）は，朝の挨拶をするかどうか

を判断する．その後，患者の周りが整っていない

ことに「気づく」ことを想定し，「環境整備」の

承諾を得る．そして，患者が退室した後，様々な

チェックポイントをコントローラーで操作し整え

て，退室する．
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　第4段階（図4）は，答え合わせとして再入室

すると，整えた箇所に「〇」，気づけなかった箇

所に「×」のマークが表示されるため，答えを確

認したら再度退室して終了となる．これら第1・

3段階の時の判断，全ての段階の行動について答

えの確認ができる．

4．研究期間

　2021年9月～ 12月

5．データ収集

　本学看護学実習室を使用し，1ｍの間隔を空け

2台のVR教材で，15分前後の検証をした．検証

後，体調を確認し，質問紙による半構成的面接法

を行った．質問内容は「自主性が身に付くと思う

かとその理由」「問題解決能力が身に付くと思う

かとその理由」「看護実践の基礎知識に役立つと

思うかとその理由」の3点であった．

6．データ分析

　得られた回答を逐語録に起こし，素材1つ1つ

をコード化し，類似性の高いものをカテゴリー化

した．

7．倫理的配慮

　2・3年生に研究協力の依頼をし，協力意思の

ある学生に説明し，同意を得た．本研究は，北

海道文教大学研究倫理審査委員会の承諾（No．

03006）を得ており，北海道文教大学の個人研究

費を用いて運用したため利益相反はない．個人研
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究費は本学会計課によって適正に運用されてい

た．また，本研究検証時体調不良者はいなかった．

Ⅲ．結果
　VR教材に対する学生の意見を表1に示す．以下，

「カテゴリー（コード数）」，［コード（素材数）］

とする．表1にあるように「環境整備実践のイメー

ジ化への有用性（10）」「イメージ化のためのVR

教材としての課題（3）」「楽しいという感情（4）」

「VR機器に対する意見（2）」の4つのカテゴリー

であった．

　カテゴリー「環境整備実践のイメージ化への有

用性」には［病室がリアルで流れが良かった（9）］，

［1度も経験しないで病室に行くより，このよう

な経験があると病室のイメージが付き良かった

（6）］，［支援を考えられた（4）］，［振り返りがあっ

て良かった（4）］，［次から次と自ら課題に取り

組めたのが良かった（3）］，［環境整備の仕方や

コミュニケーションが事前に分かったので良かっ

た（2）］，［実践のイメージが付く（2）］， ［授業で

実施して欲しい（1）］，［何度でもできる（1）］，

［クリップボードのヒントはリアリティがあった

（1）］の10コードによって構成されていた．カテ

ゴリー「イメージ化のためのVR教材としての課

題」には［ヒントがあることで考えないで進んで

しまった（4）］， ［現場はマニュアル通りではない

ので問題解決能力は付かない（2）］， ［授業では難

しい（1）］の3コードによって構成されていた．

カテゴリー「楽しいという感情」には［ゲーム感

覚で楽しかった（5）］，［ヒントがあって良かっ

た（3）］，［今後もVRの経験をやりたい（2）］，［他

者の目を気にせずできた（1）］の4コードによっ

て構成されていた．カテゴリー「VR機器に対す

る意見」には［VR機器操作に対する改善を希望

（14）］，［操作が困難（4）］の2コードが抽出された．

表1　VR教材に対する学生の意見
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Ⅳ．考察
1．環境整備実践のイメージ化への有用性

　コード［病室がリアルで支援の流れが良かった

（9）］は，今まで臨床で環境整備を経験した学生

にしか答えられないコードの抽出だと考える．協

力者は，病院実習を初めて経験する時，机上の学

習と実習室での演習のみであった．よって，患者

のリアルな反応や，病室そのものの環境がより実

践に近かったことが挙げられたと考える．そのよ

うな経験から本VR教材を検証した時，後輩にとっ

て環境整備実践のイメージ化ができると判断し

たからこそ，このコードが抽出されたと考える．

また， ［1度も経験しないで病室に行くより，この

ような経験があると病室のイメージが付き良い

（6）］と［環境整備の仕方や患者とのコミュニケー

ションが事前に分かったので良かった（2）］の

コードからは，本VR教材により，環境整備を実

践レベルで体験できたと考え，看護実践の基礎知

識に役立ったと判断したと考える．コードの中に

環境整備だけではなく，コミュニケーションも含

まれていた点は，研究者の驚くところであった．

病室のリアルさと共に環境整備に入る前の行動や

患者との会話も1つ1つ病院実習を初めて経験す

る学生にとって未知の世界なのだろうと考えた．

　また，コード［何度でもできる（1）］からは，

序論で述べたように，看護学生は，失敗すること

に臆病になる傾向にある．しかし，VRであれば

何度失敗しても他者の迷惑にならないため，繰り

返し使用可能な教材であると考える．そして，コー

ド［クリップボードのヒントはリアティがあっ

た（1）］とは，実際に実習に行ったことのある

学生が，次に何を実施して良いのか迷ったときに

ポケットに忍ばせてあるノートを見るという行動

に匹敵していた．それらの点からも本VR教材は，

実際に近い臨場感を表現できているのではないか

と考えた．よって，環境整備実践のイメージ化へ

の有用性があったと判断する．

2．楽しいという感情

　［振り返りがあって良かった（4）］，［支援を考

えられた（4）］と［ゲーム感覚で楽しかった（5）］，

［ヒントがあって良かった（3）］，［今後もVRの経

験をやりたい（2）］というコードが抽出されたこ

とから，学生が楽しくワクワクし，今後も実習前

に自ら学ぶことへの意欲につながったと考える．

これらのことは，杉本ら9）が言うように，VRの

世界で体験することが学生の興味・関心を沸き立

たたせることにつながり，主体性を育成できる可

能性があると判断する．

3．環境整備実践のイメージ化へのVR教材として

の課題

　［ヒントがあることで考えないで進んでしまっ

た（4）］，［現場はマニュアル通りではないので問

題解決能力は付かない（2）］というコードが抽

出されたことから，問題解決能力の向上にまで至

らなかったと考える．［ヒントがあって良かった

（3）］というコードがある反面，ヒントがあると

考えないということもあるため，やはり使用する

学生の学習レディネスの把握は，不可欠であると

考える．また，現場はマニュアル通りではないと

いうコードも実際の病院実習を経験したからこそ

抽出できたことなのではないかと考える．この点

は，病院実習を初めて経験する学生には，その都

度説明する必要があると考える．今後は，自ら考

えられるように，支援の流れの中でいくつかの選

択肢を設けること，AIを導入し学生と仮想患者

がコミュニケーションを取りながら支援を行える

ように，改善が必要だと考えた．

　また，カテゴリー「VR機器に対する意見」は，

VR機器の技術的な意見が多いため，公立千歳科

学技術大学の専門家へ提示し，改善検討とした．
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